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   A 24-year-old male first experienced pollakisuria, dysuria, pneumaturia and diarrhea in May 
1988. Intravenous pyelography showed a normal upper urinary tract but bladder wall irregularity 
at the dome was observed. Cystoscopic examination revealed bullous edema, erythema and pres-
ence of a mucous-like substance. Barium enema X-ray examination revealed inflammatory changes 
at the terminal ileum but no fistulous connection was noted. Mild ulceration was observed on 
colon fiberscopic examination. At operation, a severely inflamed lower ileum firmly adherent to 
the dome of bladder as well as to the sigmoid colon was observed. Fistulous communication 
between bladder and ileum was also noted. Resection of diseased ileum, sigmoid colon and par-
tial cystetomy were carried out. The patient remains well, without enteric or bladder symptoms. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1935-1937,1989) 
















が認 め られ る よ うに な り,ふ たた び 近 医 に て 抗 生物 質
な どの投 薬 を うけ た が,治 癒 せず,7月1日 に 当科 を
受 診 した.
入 院 時 現 症:身 長167cm,体 重68kg,体格 栄 養 は
中 等 度,腹 部 は平 坦,腫 瘤 は 認 め な い が,下 腹 中 央 部
に 圧 痛 点 が 認 め られ る.
入 院 時 検 査 成 績:血 液 一 般;WBC6800/mm3,
RBC491×104/mm3,HbI生59/d1,Hct43.3%,





検 尿;蛋 白(冊),糖(一),潜 血(-H-),沈渣;
RBCl8～20/hpf,WBC90～120/hpf,細菌(一),





























化,内 壁の不整 と狭小化ならびに潰瘍像 も認められた
が,纏 孔は明かではなかった(Fig.2).注陽x線 像






















胱部分切除 と回盲部 より20cmか ら 口側約30cm










Crohn病は20歳代 の 男 性 に 発 病 す る こ と が 多 く,






























主 に 小 腸 よ り発 症 し,潰 瘍 を 伴 う慢 性 非 特 異 的 な 炎症
性 疾患 で あ る.長 期 に わ た り発病 を繰 り返 す こ とに よ
り腸 全 層 な ら び に全 消 化 管 に 広 が り,隣 接 臓 器 と腰 孔
を 形成 し,外 科 的 な 治療 が 必 要 と な る 症 例 が 多 い.
KyleらDは 膀 胱 消 化 管 屡 の うち,Crohn病 に よる
もの は4%に 過 ぎ な いが,回 腸 膀 胱 痩 に 限れ ば 原 因 の
40%以上 を 占 め る と報 告 して い る.
さ らに,Kyleら2)はCrohn病 の328例を 集 計 し,
72例の 尿 路 系 の 合 併症 を認 め た 報 告 を して い る.72例
中8例 が 膀 胱 回 腸 塵 で あ り,そ の 発 生 頻 度 は2.4%で
あ る(Table1).そ の 後 の 諸 家 の 報 告 を み る と,
Crohn病に よる 膀 胱 回 腸疲 の 発 生 頻 度 は1982年,
Tharaminiら3)の報 告 で は348例 中3.4%,1984年,
Schrautら4)は367例中29例,7.7%と や や 増 加 の傾
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